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国際サービスシステム（株）

今回は点検やメンテナンスを怠ると事故につながる、ワイヤーロープの話をしてみたいと思います。
ワイヤーロープはさまざまな機械に使用され種類も多く今回は主に建設機械に使用されている
ワイヤーロープについて概要と点検項目・廃棄基準についてお話したいと思います。
ワイヤーロープの話
各部の名称 ﾛｰﾌﾟ心

ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ ｽﾄﾗﾝﾄﾞ

素線(側線) 素線(心線)
ワイヤーロープの表示と記号
ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟの構成は、次のように表示されます。
IWRC 6XFi (29) O/O B種 16mm 90m

長さ
ﾛｰﾌﾟ径

種別 種別は公称引っ張り強さの

より方及び表面性状 区分です。E種・G種・A種

1ｽﾄﾗﾝﾄﾞの素線数 裸・ﾒｯｷ・ｽﾃﾝﾚｽ等の表面の B種・特種等あり引っ張り強さ

この表示では1ｽﾄﾗﾝﾄﾞに 種類及びﾛｰﾌﾟｸﾞﾘｽの種類 が違い破断強度が異なります

29本の素線があります。 より方を表示しています。

この表示は表面が裸で赤油を使用していて

普通よりでより方向はZよりである事がわかります。

ｽﾄﾗﾝﾄﾞの構成
より方による区分で交さより・平行より・複合より(特殊ﾛｰﾌﾟ)等があります。

この表示では、平行よりﾛｰﾌﾟです。

ｽﾄﾗﾝﾄﾞの数 この表示では、6本のｽﾄﾗﾝﾄﾞで構成されている事が判ります。

ﾛｰﾌﾟ心の種類 繊維心と鋼心とがあり。FCと表示されていれば繊維心でIWRC・CFRC・IWSCは鋼心です

* ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟの交換時は機械の仕様にあったﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟを選択し、上記に書かれている表示や記号に
十分注意してください。(同じように見えるﾜｲﾔｰでも種類により違い、価格も違う場合があります。)
点検項目
事故を未然に防止するためにも日々の点検が非常に重要です。点検項目としては
断線・摩耗・腐食・形崩れ・熱影響・塗油状態・端末止め金具及び取付け部・ﾄﾞﾗﾑ及びｼｰﾌﾞなどを
点検してください。
廃棄基準
１．断線 ２．キンク ３．腐食

４．心綱の飛び出し ５．摩耗 ６．うねり

７．つぶれ ８．曲がり ９．かご状

１０．ｽﾄﾗﾝﾄﾞ・素線の著しい飛び出し １１．ｽﾄﾗﾝﾄﾞの落込み
以上のようなﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟは使用
する事なく廃棄してください。

* 断線では1ﾋﾟｯﾁ間に10%・1ｽﾄﾗﾝﾄﾞに5%・5ﾋﾟｯﾁ間で20%以上断線しているもの。
* 摩耗では公称径の7%以上摩耗しているもの。ﾉｷﾞｽ等を使用測定してください。
* うねりはうねりの高さ／ﾛｰﾌﾟ径が４／３以上のもの。
* つぶれは短径／長径が２／３以下のもの。
ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟは今回お話できなかった、ﾛｰﾌﾟの解き方・ﾛｰﾌﾟｸﾞﾘｽの塗布・ｼｰﾌﾞ．ﾄﾞﾗﾑの大きさと溝の形状
安全率・保管方法等注意事項が多くあります。ご不明な点、わからない事がありましたら
国際ｻｰﾋﾞｽにご連絡ください！ 日本鋼索工業会監修図書　参考


